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世
界
の
景
気
は

ど
う
な
る
？

　

ロ
シ
ア
に
対
す
る
経
済
制
裁
が
世
界

経
済
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す

が
、
短
期
間
で
解
除
さ
れ
る
可
能
性
は

低
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
ず
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
伴
う
直

接
的
な
影
響
と
し
て
は
、
化
石
燃
料
の

高
騰
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

米
国
の
ロ
シ
ア
産
原
油
輸
入
停
止
の

報
道
を
受
け
て
、
原
油
価
格
は
１
３
０

ド
ル
／
バ
レ
ル
ま
で
上
昇
し
た
後
、
各

国
の
備
蓄
放
出
な
ど
に
よ
り
１
０
０
ド

ル
／
バ
レ
ル
前
後
で
落
ち
着
い
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
以
前
の
原
油
価
格
は
80
ド
ル
台
程

度
だ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
の
影
響
に
よ
り
化
石
燃
料
価

格
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
す

（
図
表
１
）。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
化
石
燃
料
の
高

止
ま
り
は
電
気
料
金
や
ガ
ソ
リ
ン
価
格

を
は
じ
め
多
く
の
商
品
価
格
に
反
映
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
化
石
燃
料
純
輸
入
国

か
ら
純
輸
出
国
へ
の
所
得
移
転
を
も
た

ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

す
で
に
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
や
世
界
的

な
脱
炭
素
化
の
流
れ
を
受
け
て
、
一
次

産
品
の
高
騰
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

ひ
っ
迫
、
輸
送
の
混
乱
な
ど
に
よ
り
世

界
経
済
は
イ
ン
フ
レ
率
が
上
昇
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
伴

う
ロ
シ
ア
へ
の
経
済
制
裁
が
加
わ
っ
た

こ
と
で
、
ロ
シ
ア
と
の
貿
易
が
妨
げ
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
世
界
的
な

イ
ン
フ
レ
は
加
速
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
う
な
る
と
、
世
界
の
多
く
の
国
が

経
済
的
な
悪
影
響
を
受
け
る
一
方
で
、

対
ロ
シ
ア
貿
易
の
代
替
品
を
供
給
す
る

一
部
の
国
に
つ
い
て
は
、
逆
に
恩
恵
を

受
け
る
と
こ
ろ
も
出
て
き
ま
す
。

　

図
表
２
で
各
国
の
貿
易
に
占
め
る
ロ

シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
比
率
を
見
て
い

く
と
、
ま
ず
米
国
経
済
に
つ
い
て
は
、

両
国
と
の
貿
易
比
率
も
低
く
、
化
石
燃

料
や
穀
物
の
国
内
自
給
率
も
高
い
た

め
、
直
接
的
な
経
済
の
影
響
は
限
定
的

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
米
国
は
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
以

降
に
世
界
で
最
も
積
極
的
な
金
融
・
財

政
政
策
を
実
施
し
て
お
り
、
家
計
金
融

資
産
が
潤
沢
な
こ
と
か
ら
、
化
石
燃
料

価
格
の
高
止
ま
り
が
逆
に
国
内
で
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
設
備
投
資
の
促
進
に
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
間
接
的
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
に
伴
い
国
内
の
イ
ン
フ
レ
率
加

速
に
拍
車
が
か
か
れ
ば
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
（
米

連
邦
準
備
制
度
理
事
会
）
が
当
初
の
想

定
以
上
の
ペ
ー
ス
で
の
金
融
引
締
め
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
オ
ー
バ
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ー
キ
ル
（
過
度
な
景
気
の
引
締
め
）
の

リ
ス
ク
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の

悪
影
響
を
最
も
受
け
や
す
い
の
が
ユ
ー

ロ
圏
の
経
済
で
す
。

　

特
に
、
ユ
ー
ロ
圏
は
ロ
シ
ア
か
ら
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
最
も
依
存
し
て
き

た
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
フ
レ

加
速
と
景
気
後
退
が
共
存
す
る
ス
タ
グ

フ
レ
ー
シ
ョ
ン
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
え

ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
ユ
ー
ロ
圏
は
地
理
的
に

近
い
こ
と
も
あ
り
、
ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
か
ら
の
化
石
燃
料
以
外
に
も
穀
物

を
は
じ
め
と
す
る
商
品
へ
の
依
存
度
が

高
く
、
加
え
て
消
費
者
物
価
に
占
め
る

食
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
も
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
レ
率
が
高
止
ま
る
一
方
で
経

済
が
弱
ま
る
ジ
レ
ン
マ
に
陥
る
こ
と
か

ら
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
（
欧
州
中
央
銀
行
）
は
金

融
政
策
の
正
常
化
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
で
し
ょ
う
。

　

な
お
、
英
国
に
つ
い
て
は
地
理
的
に

離
れ
て
い
る
こ
と
や
、
ロ
シ
ア
に
対
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
依
存
度
が
低
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
か
ら
受
け

る
経
済
的
影
響
は
、
ユ
ー
ロ
圏
よ
り
も

小
さ
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
Ｂ
Ｏ
Ｅ
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

銀
行
）
は
年
内
に
政
策
金
利
を
１
％
以

上
引
き
上
げ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
、
逆
に
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
で
経
済
的
な
恩
恵
を
受
け
る
の

が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
カ
ナ
ダ
と
い
っ

た
資
源
国
で
す
。
い
ず
れ
も
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
に
伴
う
一
次
産
品
価
格
上
昇

の
恩
恵
を
受
け
る
た
め
で
す
。

　

な
お
、
一
部
で
ロ
シ
ア
と
の
貿
易
拡

大
に
よ
り
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
恩
恵
を

受
け
る
と
す
る
向
き
の
あ
る
中
国
で
す

が
、
中
国
は
日
本
以
上
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対

す
る
化
石
燃
料
の
対
外
依
存
度
が
高

く
、
さ
ら
に
、
国
内
的
に
も
ゼ
ロ
コ
ロ

ナ
政
策
や
不
動
産
向
け
融
資
規
制
な
ど

を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
確
な

恩
恵
を
受
け
る
可
能
性
は
低
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
逆
に
国
内
需
要
の
低
迷
が

続
く
た
め
、
世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
が
続

く
な
か
で
も
金
融
緩
和
が
可
能
な
数
少

な
い
地
域
と
も
い
え
ま
す
。

　

な
お
、
新
興
国
に
及
ぼ
す
影
響
と
し

て
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
地
理
的
に
近
い

東
欧
や
ト
ル
コ
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
対
す
る
一
次
産
品
の
依
存
度
が
高

い
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
諸
国
（
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
を
除
く
）
に
は

マ
イ
ナ
ス
、
逆
に
一
次
産
品
の
価
格
高

騰
や
代
替
需
要
を
受
け
る
中
東
や
南

米
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
な

ど
は
恩
恵
の
ほ
う
が
上
回
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

日
本
の
景
気
は

ど
う
な
る
？

　

貿
易
統
計
で
日
本
の
ロ
シ
ア
や
ウ
ク

ラ
イ
ナ
と
の
直
接
的
な
貿
易
額
を
見
る

と
、
２
０
２
１
年
時
点
で
全
体
の
２
％

程
度
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
分
野
別
で
見
れ
ば
、
鉱
業

や
採
石
業
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
、

魚
介
・
海
産
物
、
金
属
原
料
や
木
材
な

ど
と
い
っ
た
原
料
に
関
連
す
る
産
業
で

は
、
相
対
的
に
輸
入
依
存
度
が
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
こ
う
し
た

産
業
で
は
代
替
品
の
調
達
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
、
日
本
経
済
へ
の
影
響
を
考
え

た
場
合
、
そ
う
し
た
直
接
的
な
影
響
よ

り
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
伴
う
化
石
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燃
料
や
穀
物
の
価
格
が
世
界
的
に
上
昇

す
る
こ
と
に
よ
る
間
接
的
な
影
響
の
ほ

う
が
圧
倒
的
に
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
（
図
表
３
）。

　

実
際
、
民
間
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
経
済

予
測
を
集
計
し
て
平
均
を
公
表
す
る
日

本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
の
Ｅ
Ｓ
Ｐ
フ
ォ

ー
キ
ャ
ス
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、
直
近
４

月
時
点
で
の
消
費
者
物
価
指
数
の
見
通

し
は
、
こ
と
し
４
〜
６
月
期
に
１
・
８

％
（
前
年
同
期
比
）
ま
で
上
昇
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
紛
れ
も
な
く
輸
入
原
材
料

価
格
の
高
騰
に
伴
う
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ

イ
ン
フ
レ
で
あ
り
、
日
本
経
済
に
は
イ

ン
フ
レ
率
上
昇
に
伴
う
実
質
所
得
の
減

少
を
通
じ
て
悪
影
響
が
及
ぶ
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

一
方
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
先
に
見

た
と
お
り
世
界
経
済
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
た
め
、
米
中
を
は
じ
め
と
し
た
日
本

の
主
要
貿
易
相
手
国
の
景
気
減
速
を
通

じ
て
日
本
か
ら
の
輸
出
に
も
悪
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
日
本
の
民
間
部
門
は
コ
ロ
ナ

禍
の
経
済
活
動
抑
制
に
伴
い
貯
蓄
が
潤

沢
に
積
み
上
が
っ
て
い
る
こ
と
等
か
ら

悪
影
響
を
一
部
軽
減
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
が
、
貿
易
面
を
通
じ
た
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
の
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
で

し
ょ
う
。

　

特
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
前
か
ら
半

導
体
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
供

給
制
約
に
苦
し
ん
で
き
た
企
業
は
、
さ

ら
に
輸
出
の
回
復
が
遅
れ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
日
本
経
済
全
体
で
見
た
昨

年
の
交
易
利
得
（
損
失
）
は
▲
４
兆
円

程
度
で
し
た
が
、
こ
と
し
１
〜
３
月
期

時
点
の
一
次
産
品
価
格
が
こ
の
ま
ま
横

ば
い
で
推
移
す
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
こ

と
し
の
交
易
利
得
（
損
失
）
は
▲
15
・

８
兆
円
程
度
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

昨
年
に
比
べ
て
追
加
で
12
兆
円
近
く
の

所
得
の
流
出
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

加
え
て
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
拡
大

も
あ
り
、
先
の
Ｅ
Ｓ
Ｐ
フ
ォ
ー
キ
ャ
ス

ト
に
よ
れ
ば
、
今
年
度
の
経
済
成
長
率

見
通
し
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
、
３
か
月
前

の
３
・
１
％
か
ら
２
・
４
％
に
下
方
修

正
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
化
石
燃
料
価
格
上
昇
は

日
本
の
貿
易
赤
字
の
拡
大
を
通
じ
て
経

常
黒
字
の
縮
小
要
因
と
な
る
こ
と
に
は

注
意
が
必
要
で
す
。
経
常
黒
字
が
縮
小

す
る
と
な
れ
ば
、
対
外
取
引
面
で
相
対

的
に
円
を
外
貨
に
換
え
て
支
払
う
機
会

が
増
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
か

ら
、
円
安
圧
力
が
強
ま
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
で
す
。

　

自
国
通
貨
が
安
く
な
る
こ
と
自
体

は
、
国
内
で
生
み
出
さ
れ
た
財
や
サ
ー

ビ
ス
の
国
際
競
争
力
が
高
ま
る
こ
と
を

意
味
す
る
た
め
、
一
般
的
に
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
押
上
げ
要
因
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
足
元
で
は
国
際
競
争
力
が

高
ま
る
こ
と
で
恩
恵
を
受
け
や
す
い
財

輸
出
が
、
供
給
制
約
に
よ
り
十
分
力
を

発
揮
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
、
サ

ー
ビ
ス
輸
出
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
滅
に

よ
り
恩
恵
を
享
受
し
に
く
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

結
果
と
し
て
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
コ
ン

セ
ン
サ
ス
に
基
づ
い
て
内
閣
府
版
Ｇ
Ｄ

Ｐ
ギ
ャ
ッ
プ
を
延
長
す
れ
ば
、
昨
年
度

末
時
点
で
▲
18
・
３
兆
円
、
予
測
最
終

時
期
の
２
０
２
３
年
度
末
時
点
で
も
▲

１
・
０
兆
円
の
需
要
不
足
が
残
存
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
過
去
の
経
験
則
か
ら
イ
ン
フ

レ
目
標
２
％
を
達
成
す
る
に
は
、
内
閣

府
版
Ｇ
Ｄ
Ｐ
ギ
ャ
ッ
プ
に
お
い
て
15
兆

円
の
需
要
超
過
が
必
要
に
な
る
こ
と
か

ら
、
日
本
経
済
は
効
果
的
な
追
加
の
経

済
対
策
を
打
た
な
い
限
り
、
２
０
２
３

年
度
末
ま
で
に
経
済
が
正
常
化
す
る
こ

と
は
困
難
と
い
え
る
で
し
ょ
う
（
図
表

４
）。

中
小
企
業
へ
の

影
響
と
は
？

　

こ
の
よ
う
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
影

響
に
伴
い
、
日
本
の
輸
入
物
価
も
急
上

昇
し
て
い
ま
す
。
円
ベ
ー
ス
の
輸
入
物

価
を
前
年
比
で
見
る
と
、
原
油
価
格
が

１
４
７
ド
ル
／
バ
レ
ル
ま
で
到
達
し
た

２
０
０
８
年
の
水
準
を
す
で
に
超
え
、

第
二
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
来
の
上
昇
率

で
推
移
し
て
い
ま
す
（
図
表
５
）。

　

２
０
０
８
年
ほ
ど
は
原
油
価
格
が
上

が
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
輸

入
物
価
の
伸
び
が
上
回
っ
て
い
る
背
景

に
は
、
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
で
一
時
的
に

輸
入
物
価
が
落
ち
込
ん
だ
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

と
い
う
の
も
、
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に

伴
う
世
界
的
な
経
済
活
動
の
停
止
に
よ

り
、
原
油
先
物
価
格
の
な
か
に
は
一
時

マ
イ
ナ
ス
の
価
格
が
付
い
た
Ｗ
Ｔ
Ｉ

（
米
国
南
部
の
テ
キ
サ
ス
州
と
ニ
ュ
ー

メ
キ
シ
コ
州
を
中
心
に
産
出
さ
れ
る
原

油
）
な
ど
も
あ
り
、
そ
こ
か
ら
経
済
の

急
回
復
で
原
油
価
格
が
急
上
昇
し
た
こ

と
に
よ
り
、
前
年
比
で
は
輸
入
物
価
が

大
き
く
増
加
し
て
い
る
か
ら
で
す
。 

　

し
か
し
、
灯
油
、
ガ
ソ
リ
ン
等
石
油

製
品
の
価
格
が
上
昇
す
る
一
方
で
、
こ

れ
ま
で
長
期
停
滞
が
続
い
て
き
た
経
済

環
境
と
あ
い
ま
っ
て
、
川
下
の
消
費
者

物
価
の
急
激
な
上
昇
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。

　

背
景
に
は
、
原
材
料
価
格
高
騰
に
対

し
て
企
業
の
な
か
で
も
特
に
中
小
企
業
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の
価
格
転
嫁
力
が
弱
く
、
２
０
０
８
年

の
原
材
料
価
格
が
上
昇
し
た
と
き
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、
９
割
を
超

え
る
中
小
企
業
が
原
材
料
価
格
の
上
昇

に
よ
り
収
益
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
と
回

答
し
て
い
ま
す
。

　

業
種
別
で
は
、
特
に
窯
業
・
土
石
製

品
、
石
油
製
品
、
パ
ル
プ
・
紙
製
品
、

出
版
・
印
刷
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
運

輸
、
繊
維
工
業
な
ど
の
業
種
で
輸
入
物

価
上
昇
に
よ
る
大
き
な
影
響
が
出
や
す

い
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
中
小
企
業
が
原
材
料

価
格
高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト
上
昇
分
を
自

社
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
に
転
嫁

す
る
こ
と
が
困
難
と
し
て
お
り
、
ま
っ

た
く
転
嫁
で
き
て
い
な
い
と
す
る
中
小

企
業
は
、
６
割
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
穀
物
、
素
材
な
ど
の
原
材

料
価
格
に
つ
い
て
も
こ
れ
か
ら
顕
著
な

上
昇
が
予
想
さ
れ
る
な
か
で
、
日
銀
短

観
の
「
仕
入
・
販
売
価
格
判
断
Ｄ
Ｉ
」

（
２
０
２
２
年
３
月
調
査
の「
先
行
き
」）

に
お
い
て
、
中
小
企
業
の
仕
入
価
格
判

断
Ｄ
Ｉ
が
既
往
ピ
ー
ク
と
な
る
２
０
０

８
年
６
月
調
査
の
水
準
に
達
し
て
い
ま

す
（
図
表
６
）。

　

一
方
で
、
販
売
価
格
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、

２
０
０
８
年
当
時
よ
り
価
格
転
嫁
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
利

幅
が
悪
化
し
て
い
る
状
況
が
う
か
が
え

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に

伴
う
原
油
・
原
材
料
価
格
の
上
昇
は
、

中
小
企
業
の
業
況
を
今
後
さ
ら
に
悪
化

さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。　
　

●▲

な
が
は
ま　

と
し
ひ
ろ　

第
一
生
命
保
険
に
入
社
後
、
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
出
向
を
経
て
現
職
。
経
済
統
計
、
マ

ク
ロ
経
済
分
析
を
専
門
と
す
る
。『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が
教
え
る
経
済
指
標
の
本
当
の
使
い
方
』（
平
凡
社
）な
ど
著
書
多
数
。




